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　気候変動に関する政府間パネル（Intergovernmental 
Panel on Climate Change：IPCC）は 1988 年に世
界気象機関（World Meteorological Organization：





　2015 年 3 月、IPCC の第 5 次評価報告書（Fifth 
Assessment Report：AR5）統合報告書の完成版1）
が公表された。2013 年の 9 月に第 1 作業部会の報告
書が公表されて以来、これで AR5 の全てがそろっ
たことになる。2014 年 12 月に開催された国連
気 候 変 動 枠 組 条 約（United Nations Framework 
Convention on Climate Change：UNFCCC）に基づ





































































の温室効果ガス排出量は 年比 ～ 減、 年にはほぼゼロ～それ以下となり、急速な省エ
ネに加え、低炭素エネルギーの割合が 年までに 2010 年の 3 ～ 倍近くまで増加。
2100 年の　　　換算濃度が約 450ppm となるシナリオは、今世紀中のピーク濃度が一時的に 2100年の
濃度を超えるオーバーシュートシナリオが典型的で、大気中の を除去する技術に依存する。しかし、





　AR5 のポイントと主要なメッセージを図表 1 に
示す。ここに示されているとおり、人類起源の温室
効果ガス増大による地球温暖化が確実になったと


















































AR4 で用いられたシナリオと AR5 で用いられたシ
ナリオの違いに着目してみたい。
　AR4 では排出シナリオに関する特別報告書















































　AR4 及び AR5 における気温上昇のシミュレー
ション結果を図表 6 に示す10）。AR5 の RCP シナリオ








　AR5 の IPCC 第 3 作業部会報告書では、第 1 作業
















































　AR5 の公表後、2014 年 12 月にリマで開催された
COP-20 では「気候行動のためのリマ声明」が採択




































































図表 7　第 5次評価報告書第 3作業部会で集められ、評価されたシナリオの主な特徴
出典：参考文献 11 を基に科学技術動向研究センターにて作成
図表 8　所得区分によるCO2 排出量
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1）　IPCC Press Release on 18 March 2015: IPCC launches complete Synthesis Report：
　　http://www.ipcc.ch/news_and_events/docs/ar5/150318_SYR_ﬁ nal_publication_pr.pdf
2）　IPCC 第 5 次評価報告書―第 1 作業部会（自然科学的根拠）【2014 年 12 月改訂】：
　　http://www.env.go.jp/earth/ipcc/5th/pdf/ar5_wg1_overview_presentation.pdf
3）　IPCC 第 5 次評価報告書―第 2 作業部会（影響・適応・脆弱性）【2014 年 12 月改訂】：
　　http://www.env.go.jp/earth/ipcc/5th/pdf/ar5_wg2_overview_presentation.pdf





8）　IPCC 第 5 次評価報告書―統合報告書―「政策決定者向け要約」文部科学省、経済産業省、気象庁、環境省による確
定訳（2015 年 3 月 31 日公表：http://www.env.go.jp/earth/ipcc/5th/pdf/ar5_syr_spmj.pdf
9）　The RCP greenhouse gas concentrations and their extensions from 1765 to 2300：
　IPCC 第 1 作業部会におけるシミュレーショ
ンの根幹をなす第 5 期結合モデル相互比較計画




洋・陸面の結合モデル（Model for Interdisciplinary 
Research on Climate：MIROC）、全球雲解像モデル
（Nonhydrostatic ICosahedral Atmospheric Model：
NICAM）が名を連ねている14）。日本国内の気候モ
デルデータは、文部科学省によるデータ統合・解析
システム（Data Integration and Analysis System：
DIAS）に集約され、DIAS が CMIP5 のデータノー
ドとして国際的なデータ配信体制の一翼を担った。
　一方、2009 年 1 月に打ち上げた日本の温室効果ガ





ほか、2012 年 5 月に打ち上げた水循環変動観測衛
星「しずく」（Global Change Observation Mission：





GOSAT-2 も開発が進んでいる。GCOM や GPM に
関しても、今後の観測継続が重要なのは言うまでも
ない。
　IPCC は今後も 5～7 年おきに評価報告書を公表







（forty-first session of the Subsidiary Body for 










星調整会議（Coordination Group for Meteorological 
Satellites：CGMS）と、主に研究開発衛星の開発と運
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　　http://link.springer.com/article/10.1007%2Fs10584-011-0156-z
10）Robustness and uncertainties in the new CMIP5 climate model projections, Reto Knutti, Jan Sedláč ek, Nature 
Climate Change 3, 369‒373 （2013）：http://www.nature.com/nclimate/journal/v3/n4/full/nclimate1716.html
11）IPCC Fifth Assessment Report （AR5）：http://www.ipcc.ch/report/ar5/
12）杉山大志、「IPCC 第 5 次評価第 3 部会報告書の解説（速報）」、電力中央研究所ディスカッションペーパー、SERC14001：
http://criepi.denken.or.jp/jp/serc/discussion/download/14001dp.pdf
13）Progress report by the Committee on Earth Observation Satellites （CEOS） and the Coordination Group for 
Meteorological Satellites （CGMS） on a coordinated response to UNFCCC needs for global observations：
　　http://unfccc.int/resource/docs/2014/smsn/igo/173.pdf
14）CMIP5 - Data Access ‒ Availability：http://cmip-pcmdi.llnl.gov/cmip5/availability.html
15）IPCC Press Release on 27 February 2015: IPCC takes decisions on future work：
　　http://www.ipcc.ch/news_and_events/docs/p41/P41_closing_press_release.pdf





18）河野健、「社会基盤情報の提供に向けた地球温暖化予測モデルの高信頼性化」、科学技術動向 2012 年 11 月、No.132、p.11-18：
　　http://hdl.handle.net/11035/2328
19）有村俊英 et al、「排出量取引を利用した二酸化炭素回収・貯留技術の促進について」、科学技術動向 2011 年 3 月、
No.120、p.20-32：http://hdl.handle.net/11035/2224
20）GCOM-C の意義と早期打ち上げの必要性について：http://www.eorc.jaxa.jp/event/2007/gcom/ev070817_01.pdf
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宇宙航空研究開発機構（JAXA）にて、主に地球観測衛星ミッション関連の研究開
発や国際調整に長く携わる。現在は世界の宇宙利用に関する将来動向の調査と分析
を担当。
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